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会議顛末書 
 記 録 者 佐加井 圭市 

供 覧 

教 育 長 部 長 次 長 課 長 課 長 補 佐 
主 査 

係 長 
グ ル ー プ 員 

       

件 名 令和 7 年度第 1 回龍ケ崎市社会教育委員会議 

年 月 日 令和 7 年 7 月 11 日（金）  

時 間 午前 10 時分～11 時４５分 

場 所 龍ケ崎市役所本庁舎５階 全員協議会室 

出 席 者 

【委員】 

森田利浩、木村忠夫、中平和徳、松田高義、荒井久仁夫、原加代子、椎塚俊裕、井川静

雄、浅野好紀、後藤敦志、山村尚、阿部雅江、北川滋也、横須賀恵子、福岡果菜 （１5 名） 

【事務局】 

大古教育長、松崎課長、清水副参事兼課長補佐、油原副参事兼課長補佐、高野課長補

佐、海老澤係長、佐加井主事、由利会計年度職員 

【市立図書館指定管理者】 

湯田館長 

【文化会館指定管理者】 

根本次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（由利） 

 

 

後藤議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(由利) 

 

後藤議長 

 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 委員紹介 

 

4 議 事 

（互選により後藤委員を議長に選出） 

 

（議長あいさつ） 

 

（議事録署名人として後藤議長、福岡委員を指名） 

（各委員「異議なし」） 

（「審議会等の会議の公開に関する条例により、議事録の公開にあたり、委員各位の名前

を記載してよいか聴取） 

（各委員「異議なし」） 

 

4 議 事 

 

（資料に基づき説明） 

 

 

ただいま説明のあった事業報告について、質問等ありましたらお願いします。 
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部活動の地域展開について、文化協会にも協力をしてほしいと4月に依頼があり受け

たところですが、その後の進展についてはどうなっていますか。 

 

4月の文化協会の総会で、休日に中学生の体験見学を受け入れてくださる団体につい

て説明させていただいたところ、絵画の龍水会と長山陶芸クラブの2団体が手を挙げ

てくださいました。地域展開が行われる10月に向けて2団体と場所や内容の調整をし

ています。チラシを作成しまして各5中学校でアナウンスをしております。今日の午

後も長山中学校に行くのですが、夏休み前までに5中学校全部で、地域にあるスポー

ツ・文化芸術活動の機会を紹介させていただいて、意向調査をしていきます。実際

に参加したい生徒が何人いるかは今月末にわかりますので、そちらの人数をもとに

各団体と細部の調整に入っていければと思います。 

 

わかりました。文化のことなので幅広く協力したいと思います。もっと幅を広げて

協力者を募っていくということも必要かと思います。 

 

龍ケ崎小学校にある埋蔵文化財の収蔵庫を長戸へ移設する話を聞きました。工事時

期や予算等の詳細をご説明お願いします。 

 

主に龍ケ崎にニュータウンを開発したときに県の教育財団が発掘した遺物が龍ケ崎

小学校に2階建てと平屋の収蔵庫に入っていて、全部で延床面積約600平米の収蔵庫

に数千個の箱が入っています。老朽化等の問題もあり、長戸コミュニティセンター

の建て替え新築工事の完了後、来年度に既存の長戸コミュニティセンターを取り壊

して更地にすると伺っています。その跡地利用として既製品の大きい物置を5棟建て

させていただいて現在龍ケ崎小学校にある埋蔵文化財収蔵庫をそちらに移管すると

いう計画をしておりますので、市の中長期事業計画の方には予算を見積もっていま

す。令和8年度に古いコミュニティセンターを取り壊した後、新しいコミュニティセ

ンターができてからのタイミングで、地域づくり推進課の方とも連携しながら、地

区の方へのご説明も行ってまいりたいと考えております。 

 

まだ知らない方がたくさんいますので、丁寧に説明していただければと思います。

よろしくお願いします。 

部活動の地域移行の話ですが、今年度実証実験が10月から予定されていて、その

後、令和8年度は本格的な移行に向けた最後の詰めの作業が予定されていると思いま

すが、現時点での進捗状況はどのようになっていますか。あともう1点、市のスポー

ツ協会で、スポーツ指導者派遣事業を実施していまして、昨年度と今年度もそうで

すが、ソフトテニス部、卓球部、陸上部と市内各中学校に指導者を派遣していま

す。その方々は今後、完全に民間の団体に部活動を移行するといった場合に、この

スポーツ協会からの派遣事業はどのようになるのか、その2点をお聞きしたいです。 

 

部活動地域移行については、10月から休日の地域展開を進めていこうと準備をして

いますが、市内には10の運動部種目があります。それぞれの種目で関係団体、スポ

ーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ等、民間の団体でもご協力いただく方がい

ます。あと、今の顧問が兼職兼業でやってもいいという方のご協力を仰ぎまして、

現在30名以上の指導者を確保している状況で、すべての種目の移行先を準備してい

る段階です。また、国からの地域展開の狙いにもあるのですが、新しいスポーツ環

境の整備という部分では、龍ケ崎はスポーツクライミングの街でもありますので、

ボルダリング教室であったり、サプラでのボーリング教室、あとは硬式テニスであ
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事務局 

ったり、新しいスポーツ環境も整備していまして、生徒には10月からそちらで活動

することも可能ということを私たちから説明させていただいております。 

 

スポーツ協会のスポーツ指導者派遣についてお答えさせていただきます。現段階で

は、土日の地域移行という形で進めておりまして、その中でスポーツ協会として指

導者派遣という形になりますと、顧問を立てないという形では指導者派遣はできな

いので、顧問がいた状態でそこにお手伝いで入るというような内容となっていま

す。ですから、例えば民間の団体や、どなたかがやってくれるという方がいらっし

ゃいましたら、そこに対してお手伝いで入っていただくというケースもあると思い

ます。平日につきましては今のところまだ先になってしまうため、平日は今まで通

り部活に顧問がいる状態で、そこにお手伝いで入っていただくという形で進めてい

きたいと考えております。今後、全部が地域展開された際には、指導者派遣という

形で残るとすれば、お手伝いという形で補助的な役割で入っていただくという形が

多くなると思います。あとはこちらの方に登録いただいて、派遣という形ではなく

て、自ら顧問の代わりとなって教えていただくという形になります。そうなった場

合、現在派遣登録されている方が全員こちらの方に登録されることになりますと、

指導者派遣はなくなっていくのではと思っております。 

 

先ほど兼職兼業という言葉が出ましたが、これは学校の先生方に対する兼職兼業の

許可を出すということだと思うのですが、兼職兼業の先生方に対しては、その部活

動指導に関して、我々がスポーツ協会から派遣されているように報酬はどうなるの

か。営利企業等の従事制限の許可というものやその辺も併せて取られるということ

なのでしょうか。 

 

兼職兼業につきましては、1時間あたり1,600円の謝金でお願いしています。こちら

の額が部活動指導員の方の額、また国の方での基準で示されている額になっており

まして、本市の方ではその金額で設定しております。受益者負担と公的資金で、そ

ちらを賄っていくということで制度設計して、昨年度に要綱を整備したので、それ

に則って10月から動いていく形になっております。 

 

部活動の地域移行に関して、基本的に10月から新たに進めていくというお話を伺っ

てきました。文化的なものやスポーツ的なもの、いろいろな部活動があると思いま

すが、有償、費用が発生するとのことですが、基本的には有償という考えでいらっ

しゃるのですか。根本的には受益者負担という考えでよろしいですか。 

 

国からも、地域クラブ活動は低廉な会費を設定してというものがありまして、やは

り継続性を考えたとき、有償とは考えていますが、本市としてもなるべく低廉な受

益者負担でということで調整をしています。 

 

裾野を狭めたくないということが根底にあると思いますが、やはり誰もが取り組み

やすい環境を作っていくことが理想だと思います。先ほどボーリングやボルダリン

グの話も出ましたが、興味はみんなも持つとは思いますが、有償で遊ぶようなケー

スも出てくるとは思います。もう1点。今年度の事業になりますが、図書館で7月か

ら移動図書館を始めるということがりゅうほーに掲載されていました。取り組み状

況を教えてください。 

 

4月からTRCに指定管理が変わりまして、これから新しい事業等を進めていくところ
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です。図書室等がないところに移動図書館を持っていき、本を借りられるようにし

ようとするものです。 

 

移動図書館については、先日、同じタイプの車を見本としてお披露目しました。納

車は7月末を予定しています。事業開始は10月以降を考えています。図書館がない場

所に本を届けるための活動をしようと考えています。最初のうちはイベント等に参

加をして、事業を展開していく予定です。ある程度、移動図書館が浸透してきまし

たら、いろいろな場所に定期的に行くような形で考えています。 

 

今年度に関してはとりあえずイベント的な部分が多いという理解でよろしいです

か。 

 

スタートはそういった形の活動が多くなると思います。 

 

 

最後に、学芸員の受け入れについてです。現在、学芸委員が一人いらっしゃいます

が、歴史民俗資料館を継続していく上で学芸員を今後受け入れていく予定はあるの

でしょうか。 

 

歴史民俗資料館の学芸員はもう少し若い世代を受け入れていかなければならないと

いうことを昨年の会議の場でもご報告申し上げましたが、龍ケ崎市は文化財の専門

職員がいない状況です。昨年から採用募集をしまして、開発行為が多いため考古学

のわかる方、埋蔵文化財を担当できる方でなおかつ、常勤として歴史民俗資料館の

仕事を兼務するという条件で募集しているのですが、学芸員でなおかつ考古学を専

門としている学生が非常に少ない現状です。昨年応募していただいた方が何人かい

らっしゃいましたが、考古学を専門としている方がいないという状況です。都内の

大学にも今アプローチをしているところです。 

 

14頁の文化団体育成事業とはどのような事業をやられているのですか。 

 

翌年度の事業につきまして文化・生涯学習課から優先予約という形で昨年度は6月7

日から9日の間に盆栽展を共催させていただきました。また同月23日、竜ヶ崎こども

ミュージカルの公演を開催したものです。 

 

もっと踏み込んで、新しい団体を見つけていただけるような計画をしてほしいと思

います。続きまして、16頁の歴史民俗資料館の事業について、龍ケ崎まいど講座と

いう事業がありますが、これは新しく始まった事業ですか。 

 

こちらは、文化・生涯学習課で取り扱っている出前講座に登録している資料館の業

務です。そこで依頼されたご覧の5つの事業を記載させていただいたものです。 

 

新しく記載されたのですね。今は龍ケ崎の郷土史の発刊はもう見合わせているとい

う状態ですが、このまま見合わせてしまったままでいいのですか。 

 

市史編さん事業のお話しだと思います。昭和57年から平成11年で終了していますの

で25年以上経っています。今後、市史を発行するかは未定で、計画もございません

が、都道府県や他の自治体の例では30年から40年に１度、市史を出しています。半
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世紀以上経った後、再度資料を遡ったり、後からいろいろな資料が追加で出てくる

場合もありますので、機運が盛り上がればまた市史の再刊行というのもあるのかも

しれませんが、現時点で予定はありません。 

 

平成11年まで市史編さんが行われて、私も何冊かいただいております。そろそろ復

活しなければ、その市史が繋がっていかないのではないかと思います。ぜひ前向き

に検討をしていただきたいと思います。それともう１度戻りますが、出前講座につ

いて、こちらは文化・生涯学習課に希望を出せば出前講座をしていただけるのです

か。例えば、馴馬の歴史などもやっていただけるということですか。 

 

出前講座は文化・生涯学習課が窓口で受付しておりますのでお申し込みいただい

て、歴史民俗資料館に該当するものの講師派遣していますし、防災・福祉等いろい

ろメニューが70以上ありますので、ご相談いただければと思います。 

 

2頁の歴史的資源の活用、7頁のコミュニティ・スクール、子供健全育成事業の3点を

伺います。まず歴史的資源の活用についてですが、昨年度、新しい文化財の説明版

を設置されました。指定文化財の案内板がいろいろなところにありますが、これを

音声案内対応のQRコード等によってスマートフォンで解説や市のホームページ等が

見られるようにして、市の文化財をPRしていくのも必要と思いますので検討してい

ただきたいです。 

続いて7頁、昨年度は馴柴小学校、今年度は中根台中学校で、今後は市内全域にコミ

ュニティ・スクールを推進していくと思いますが、実際その会議ではどういうよう

な内容の議論をされているのかわかる範囲でお聞きしたいと思います。議事録があ

るのであればそちらを見ますが、ご説明できる部分があればお願いしたいと思いま

す。それと子ども健全育成事業については、いくつかの体験事業をされているとい

うことは理解しています。体験格差がいろいろなところで問題になっていて、貧困

家庭の方がそうした体験がなかなかできないような状況です。そうした家庭は無料

でも参加できることが望ましいかと。参加された方がその体験を通じてまた新たな

チャレンジをされるということも考えられると思います。 

 

文化財の説明板について、指定文化財が22件、市民遺産が15件、登録有形が3件と国

県市を入れると50件ほどあります。説明板は新しくしていますが、今後の説明板、

文化財マップへのQRコードの掲載といったところも研究、検討させていただきたい

と思います。多言語の問題もありますので、そういったところも含めて考えていき

たいと思います。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

我孫子市は観光協会がホームページ上で多言語も含めてすばらしい内容を掲載され

ているので、文化・生涯学習課と観光協会の連携の中でそういったこともご検討い

ただければと思います。 

 

7頁のコミュニティ・スクールモデル小学校の馴柴小学校、モデル中学校の中根台中

学校で行われている学校運営協議会の議論の内容を説明させていただきます。昨年

度、馴柴小学校で学校運営協議会が3回開催されました。今年度の1回目は、学校長

が示すグランドデザイン教育方針について協議会委員の皆様からの質問に学校側で

丁寧に説明し承認をいただいています。2回目は、熟議が行われます。テーマとして

「学校の先生たちが抱える困り感」を昨年度末に集約したものがありまして、放課

後の子どもたちの過ごし方についてや馴柴小学校で実際にあった外国籍の児童たち
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に対するアプローチについて熟議しました。中根台中学校では2回目が秋以降になり

ますが校長先生の方から「お祭りで地域と連携できれば」という話がありまして、

それぞれ学校のテーマ、課題に沿った内容を熟議していき、3回目では、振り返り、

その年度の到達度合いや課題の反省と翌年度に向けた展開をするという内容で年3回

を予定しています。 

 

6月27日に県の社会教育委員会の研修会に参加させていただき、そこで筑波大学の丹

間先生の講演を聞いたのですが、その中にコミュニティ・スクールのことがありま

して「その地域でどんな子どもが育ってほしいか」というテーマで約6年間、とても

丁寧な対話を続けられたそうです。環境づくりというのはコミュニティ・スクール

ではかなり大切だと思いました。こういった先進的な事例も含めて、地域と学校と

保護者が協力できるような目標づくりのようなものをご検討いただければと思いま

す。 


